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岡田謡B公立高等学校 PTA指導者研究大会～これぞ芦北高校 最大限のおもてなし～ 城南地区/芦北高等学校

天草地区/牛深高等学校 !

中央地区/第二高等学校

城北地区/北稜高等学校

令
和
５
年
１０
月
フ
日

（土
）
に
嘉
島
町
民
会

館
ホ
ー
ル
で
、
令
和
５
年
度
中
央
地
区
公
立
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
中
央
地
区
の
１９
校

か
ら
１
３
５
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
県
高
Ｐ
連
の
浅
見
秀
樹
会

長
、
中
央
地
区
連
絡
協
議
会
の
村
上
正
樹
会

長
、
第
塁
局
等
学
校
の
光
承
幸
生
校
長
か
ら
ご

挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。ま
た
、
表
彰
式
で
は
、
社

会
教
育
功
労
表
彰
　
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
県
高
Ｐ
連
前
会
長
の
夏
木
良
博
様
と
、社
会

教
育
功
労
表
彰
　
教
育
委
員
会
表
彰
を
受
賞

さ
れ
た
中
央
地
区
連
絡
協
議
会
前
会
長
の
四

海
公
貴
様
に
対
し
て
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
し
た
。

開
会
行
事
後
に
は
、東
稜
高
等
学
校
育
友
会

と
熊
本
工
業
高
等
学
校
保
護
者
会
か
ら
渚
動

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。東
稜
高
等
学
校
育
友
会

か
ら
は
、
姻
性
の
あ
る
進
学
校
を
目
指
し
た
育

友
会
の
活
動
取
組
と
し
て
、
「学
校
訪
間
」
や

「先
輩
社
会
人
と
し
て
の
交
流
会
」
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。熊
本
工
業
高
等
学
校
保
護
者

会
か
ら
は
、
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
～
世
代

を
超
え
て
繋
が
る
進
路
指
導
～
の
渚
動
取
組

と
し
て
、
進
路
指

導
４
つ
の
軸
の
、

「資
格
取
得
〓
卒

業
生
の
協
力
体

制
」

「イ
ン
ダ
ー

ン
シ
ツ
プ
」
「修
学

旅
行
時
の
企
業

訪
間
」
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

１０
月

２‐
日

（土
）
、
『城
南
地

区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導

者
研
究
大
会
』

が
１
０
０
名
を

超
え
る
参
加
者

の
も
と
、
一戸
北

高
等
学
校
体
育

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
「マ

イ
ス
ダ
ー

・
ハ
イ

ス
タ
ー
ル
を
通
し

た
進
路
指
導
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
か
か
わ
り
」

を
テ
ー
マ
に
発
表

を
し
て
頂
き
ま
し

た
。参
加
者
に
と
っ

て
学
ぶ
こ
と
が
多

く
考
え
さ
せ
ら
れ

る
藝
谷
で
し
た
。

そ
の
後
、
本
校

空
手
道
部
の
ご
指

導
を
い
た
だ
い
て

渚
動
報
告
に
続
き
、
４
コ
マ
漫
画

家

の
桜

田
幸

子
氏
を
講
師

に
迎
え

「私
の
中
の
ク
心
の
引
き
出
し
乞

と
題

し
て
請
演
が

あ
り
ま
し
た
。
様
々
な

人
と
の
出
会
い
の
中
で
、
心
の
引
き

出
し
を
開
け
る
こ
と
が

で
き
◆
の
職

業
に
至
っ
た
こ
と
や
、
子
育
て
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
貴
重
な
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

閉
会
行
事
で
は
、
次
期
幹
事
校
で

あ
る
熊
本
北
高
等
学
校
育
友
会
の
西

本
彰
文
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
賜
り
、

指
導
者
研
究
大
会
を
無
事
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
本

大
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
ご
指

導
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た

関

係

者

の

皆

様
に
心
か
ら
感

謝

申

し

上

げ

ま
す
。

令
和
５
年

１０
月

２２
日
、
熊
本
県
立

北
稜
高
等
学
校
体

育
館
に
お
い
て

「令

和
５
年
度
城
北
地
区
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
究
大
会
」
を

本

校

育

友

会

が

幹

事

校

と

し

て
、

１
３
８
名
の
参
加
者
の
も
と
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

会
に
先
立
ち
、
本
校
の
学
校
紹
介
動

画
を
上
映
し
、
日
頃
の
生
徒
達
の
様
子

等
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。開
会
行
事
で
は
、
玉
名
市
長
蔵
原
隆

浩
様
、
玉
名
市
教
育
委
員
会
教
育
長
福

島
和
義
様
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会
長
の

亀
崎
清
貴
様
を
ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え

し
、
県
高
Ｐ
連
の
浅
見
会
長
、
城
北
地

区
の
近
藤
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
北
稜
高
等
学
校
の
堀
川
校
長
が
歓

迎
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ご
来
蜜
を
代
表
し
て
玉
名
市
長
蔵
原
隆

浩
様
か
ら
ご
挨
拶
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
前
城
北
地
区
会
長
の
中

野
様
に
熊
本
県
社
会
教
育
功
労
表
彰
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
行
事
後
の
研
究
発
表
で
は
、
高

森
高
等
学
校
後
援
会
と
菊
池
農
業
高
等

学
校
育
友
会
か
ら
テ
ー
マ
で
あ
る

「進
路

指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
渚
動
」
に
つ
い
て
、
日
頃

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
渚
動
及
び
学
校
や
地
域
と
の
連

携
等
に
つ
い
て
の
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。請

演
で
は
、
株
式
会
社
エ
ス

・
エ
ス

・

齊
藤
代
表
取
締
役
齊
藤
誠
治
様
を
講
師
と

し
て
、
〓
〈に
育
ち
、
共
に
生
き
る
。」
～

青
少
年
育
成
キ
ャ
ン
プ
よ
り
～
と
い
う

テ
ー
マ
で
齊
藤
様
の
沼
動
の
一つ
で
あ
る

「参
勤
交
代

・
九
州
横
断

含
車
後
街
道
）

徒
歩
の
旅
」
を
と
お
し
て
子
供
達
を
取
り

巻
く
環
境
や
現
状
、
◆
の
子
供
達
に
必
要

な
も
の
、
そ
の
た
め
に
親
や
大
人
が
出
来

る
こ
と
な
ど
体
験
を
と
お
し
て
の
実
践
報

告
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち
と

正
面
か
ら
向
き
合
う
た
め
の
良
い
参
考
と

な
る
内
容
の
も
の
で
し
た
。

閉
会
行
事
で
は
、
城
北
地
区
近
藤
会
長

か
ら
地
区
代
表
校
の
発
表
、
幹
事
校
を
代

表
し
て
北
稜
高
等
学
校
育
友
会
の
大
野
会

長
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
次
年
度
幹
事

校
で
あ
る
大
津
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
坂
梨

会
長
か
ら
来
年
度
開
催
に
向
け
た
決
意
表

明
を
い
た
だ
き
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
本

研

究

大

会

を

開
催
す
る
に
あ

た
り
、
小
」
尽
力

い
た
だ
い
た
全

て
の
方
宅
に
対

し
て
、
心ヽ
よ
り

お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
幹
事
校
の
人
吉
高
等
学
校
か

ら
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
、そ
れ
か
ら
の
一年

間
は
、
大
会
の
経
験
者
が
い
な
い
な
か
、

何
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
？
ど
う
す
れ

ば
最
大
の
お
も
て
な
し
が
出
来
る
の
か
？

先
生
方
と
育
友
会
役
員
を
中
心
に
会
議

を
重
ね
ま
し
た
。
考
え
に
考
え
、
ふ
と
浮

か
ん
だ
の
が
フ
」
れ
ぞ
芦
北
高
校
』
を
見

せ
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

は
じ
め
の
ア
ト
ラ
タ
シ
ョ
ン
で
は
、全
国

的
に
渚
躍
し
て
い
る
空
手
道
部
と
新
体

操
部
の
演
技
を
観
て
頂
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
初
め
て
観
る
方
も
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
「大
変
感
激
し
た
」
と
い
う
う
れ

し
い
言
葉
を
多
く
の
方
か
ら
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、民
局
Ｐ
連
浅
見
会
長
、

城
南
地
区
平
野
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、本

校
の
車
野
校
長
よ
り
歓
迎
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、水
俣
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
対
し
令
和
５
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部

科
学
大
臣
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、△
バ
場
全

体
が
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

研
究
発
表
で
は
、南
稜
高
等
学
校
育
友

会
が

召
ク
に
向
か
う
学
び
」
～
球
磨
の
地

に
人
材
の
泉
を
掘
る
～
、八
代
工
業
高
等

い
る
芦
北
海
王
塾
塾
長
、釜
辰
信
先
生
に

よ
り
冨
一位
一体
」
と
題
し
ご
請
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
話
し
は
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ

れ
、笑
い
あ
り
学
び
あ
り
の
充
実
し
た
時

間
に
な
り
ま
し
た
。

閉
会
行
事
で
は
、幹
事
校
会
長
か
ら
参

加
頂
い
た
皆
さ
ん
へ
の
お
礼
と
併
せ
、
県

発
表
校
と
し
て
南
稜
高
等
学
校
が
選
ば

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
日販
後

に
、次
年
度
幹
事
校
の
球
磨
中
央
高
等
学

校
育
友
会
の
猪
野
会
長
か
ら
挨
拶
を
い

た
だ
き
、大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

結
び
に
、大
会
に
あ
た
り
、草
野
校
長
を

は
じ
め
、多
く
の
先
生
方
、生
徒
の
皆
さ

ん
、役
員
及
び
関
係
保
護
者
が
一致
団
結
で

き
た
こ
と
で
、皆
様
に
最
大
限
の
お
も
て

な
し
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

場
を
借
り
て
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。あ
り
が
と

３ヽ
」ざ
い
ま
し
た
。

県
立
芦
北
高
等
学
校
育
友
会

会
長
　
嶋
田
和
支

令
和
５
年
度
天
草
地
区
公
立
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
究
大
会

を
令
和
５
年
１０
月
２９
日
（日
）
に
牛

深
高
等
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

各
校
か
ら
５６
名
の
方
に
御
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

研
究
発
表
で

は
、
天
草
高
等

学
校
育
友
会
よ

り

「
生
徒

の
意

見
か
ら
育
友
会

活
動
を
考
え
る

～
ア
ン
ケ
ー
ト

「あ
ま
た
か
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？
よ
り
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
全
校
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
受
け
、
天
草
と
い
う
地

元
を
好
き
で
い
て
も
ら
う
た
め
に

育
友
会
と
し
て
で
き
る
こ
と
と
し

て
、
学
校
行
事
へ
参
加
し
子
ど
も
と

話
題
を
共
有
す
る
こ
と
、
学
習
会

で
知
識
を
得
て
進
路
を
一緒
に
考
え

る
こ
と
、
受
験
生
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
入

り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
こ
と
な

ど
、
ク
子
ど
も
た
ち
の
心
に
大
切
な

も
の
を
残
し
た
い
″
と
い
う
愛
情
が

込
め
ら
れ
た
内
容
で
温
か
い
気
持

ち
と
な
る
発
表
で
し
た
。

そ
の
後
、
「未
来
を
創
る
消
費

者
の
力
～
持
続
可
能
な
社
会
形

成
の
た
め
に
～
」
と
題
し
、
尚
綱

大
学
短
期
大
学
部
総
合
生
活
学

科

岩
下
紀
子
教
授
に
よ
る
講
演

弩

重

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
費
者
問
題

の
概
要
や
若
年
者
が
お
か
れ
て
い

る
例
状
に
つ
い
て
、
熊
本
県
の
近
年

の
デ
ー
タ
を
基
に
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
身
近
な
デ
ー

タ
と
い
う
こ
と

で
、
参
加
さ
れ
た
方
々
も
自
分
事
と

し
て
捉
え
、
子
供
た
ち
を
想
像
し
な

が
ら
真
剣
に
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
情
報
過
多
の
現
代
で
「事
象
を

批
判
的
に
捉
え
る
力
」
を
備
え
、
そ

の
上
で
意
思
決
定
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、

ま
た
こ
れ
を
子
供
た
ち
へ
伝
え
て
い

く
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
回
は
、
４
年
ぶ
り
に
御
来
賓
を

お
迎
え
し
て
通
常
開
催
が

で
き
た

こ
と
や
天
車
地
区
６
校
の
絆
と
、
地

域
全
体
で
生
徒
を
育
て
て
い
く
と
い

う
強
い
想
い
に
溢
れ
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
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」
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‐

蠍
熊本県立天草高等学校
育友会 島中 洋

何事にもチャレンプ

成功・失敗体験のすべてが今後の

糧となるから

熊本県立翔陽高等学校
育友会 内村 恵美子

熊本県立御船高等学校
育友会 星野 やよい

実るほど頭を垂れる稲穂かな

習しヽ事の師範がこの言葉について
説いてくれ、謙虚に生きてしヽくこと
を学んだ

熊本市立必由館高等学校
必由会 若木 恵介

好きこそ物の上手なれ

部活動に取り組むわが子を見て感
じました。

熊本県立球磨中央高校
育友会 猪野 仁以奈

…日―善
―国のうちに、少なくとも1つほか
の人のためになることをやる。そイ1

が積み重なイlば、多くの善となる。
これを胸に、毎日頑張つてしヽます。

喰
熊本県立松橋高等学校
PTA 氏原 章子

なんとかなる

何もせずなんとかなる事 |よなしヽ、な
んとかする為に頑張る

熊本県立人吉高等学校
定時制 秀麗会 西 千穂

続けることが大事

辞めるのIよ簡単だが続けることは難

幾
しヽん`ら。

熊本県立南稜高等学校
育友会 平野 典幸

熊本県立球磨工業高等学校
育友会 潤松 盛―郎

心配するな、なんとかなる

前保護者会長に、この言葉で保護者
会長の誘しヽを受けました。

熊本県立阿蘇中央高等学校
育友会 二藤 恭栄

柔能制剛
柔道部で鍛われた日々を思しヽ出します。

熊本県立熊本商業高等学校

育友会 夕川 桂子

蹄

与日ラッキーカラーの

オレンジーもの

体 菅担当 :上 田先生と正門

熊本県立第三高等学校
PTA 村上 正樹

自主積極

第二高校三綱領の一つで私も心掛
けています

熊本県立湧心館高等学校 (全日制)
育友会 松下 昭子

前号に引き縦き    ―
善横のPTA会長を纏介し輩す。

立熊本高等学校
中嶋 亜志火

而今

今を精一杯生きる。お酒も好きです。

娃熊本県立鹿本商工高等学校育友会 財津 妙子

尊い命
私達は 魂に命を授かり生かさイlて いる

窺熊本県立天草高等学校倉岳校育友会 原田

,  |`

生徒1人 1人が主役
小規模校の特性を生かし、笑顔で成長
して欲ししヽ

Q
熊本県立玉名工業高等学校
PTA 熊川 賢一郎

人間なんて誰だつてダメなんだ !

昔聴しヽてたバンドの曲の中の歌詞
…言葉自体はネガティブな感じだ
が、私の中ではすごくポジティブに

捉えれた言葉。完璧な人間なんて
しヽなしヽ。だからみんな努力してんだ
よ!だから夢を見れるんだよ1って

塩

熊本県立

偽墳高藁層
校
甚摩
中学校

手

言

三
]

…
懺

Q
県
会
本
友
熊
育

challen
やらない

ge!

後悔よりも、何事にも挑戦 !

践

ノ

Q

保
護
者
と
攻
職
員
の
か
れ
あ
い
ミ
一ス
レ
ー

責
方
の
実
顔
が
私
の
幸
せ
）

周
り
の
人
を
笑
顔
に
す
る
事
が
私
の

使
命
で
す
―

塩熊本県立上天車高等学校育友会 篠田 良

人間万事塞翁が馬

高校時代に善籍で出会つて以来、国

先の禍福はTPO次 第と心がけ、気楽
に進むことを更新に伝えてきた。自

分も体も紆余曲折あつたが、結果的
に志望する路を進んでしヽる。

亀F鮮話(暫誇数 鐙
熊本県立芦北高等学校
育友会 嶋田 和文

―期―会
なぜ、これなのか?と言うと

私が会長を引き受けた時決意したこ
とです。
一生に一度だけの機会、生涯に一度
だけしかないと考えて専念する意の

気持ちでハ_ハ

熊本県立玉名高等学校・附属中学校
育友会 近藤 隆広

気力・体力・努力
どんな苦難・逆風にさらされても、
この格言をもって必ずや乗り越えら
れる|よず |

白石教育長

プ|:ルアツ

行動と継続
成功してし、る自分の姿を強く想像する

御 田植祭 (お たうえさぃ)の 様テ

―笑懸命
いつどんな時も笑って頑張ろう!

令和5年度 県教育委員会との教育懇談会
令和5年 12月 14日、白石教育長を始め関係各課に出席いただき孝女育懇談会を開催しました。こ

の教育懇談会 lよ高校教育への矢日見を広げ相互理解を深めることで本県高校教育の振興に連携し

て取り組むために、継続して実施されています。

始めに浅見会長が県高P連の活動について説明を行い、続いて県高P連から事前に出されていた

質問と要望について教育委員会、各担当課より回答をいただきました。

その後フリートータでは「高校魅力化の推進について～高校と地域との連携～」をテーマに行われ、

県高P連狽1からは学校と行政の連携の御礼、今後、協力をお願いした

いことを含め、参加した委員全員んヾ活発に発言をし、有意義なフリー

トータとなりました。

最後に自石教育長より総括があり、中でも「高校魅力化についてlよ

高校だけの問題ではなく、地方創生、地域との連携が大切。移住、安

住を目標に地域づくりの一環として取り組む必要がある」とお言葉を

いただきました。

家庭、学校、地域、行政の「強い結束・連携」が子供たちの「安心・安

全、充実、成長」に欠かせないことを再認識した教育懇談会でした。

―期―会
人との出会い、縁 |よ大切にし
たいと考えています。

塩熊本県立矢部高等学校育友会 坂本 裕之

なせば成る
何事も挑戦するが大切。

簸

熊本県立小国高等学校
育志会 坂田 英之

6割で進み続けろH
マラソンやトライアス回ンをやっていたのです
が、頑張りすぎて途中でペースを上げたりする
より、6割 でやり続けるときの方がいしヽ結果が
つしヽてきてました。仕事も勉強も、しっかり計画
して6割で進み続けることにしています ^^

―期―会
しヽつ、どこで「親友」に出会えるかわからなしヽ
から、人との出会い|よ大切にしていきたい

燕本県立熊本北高等学校
育友会 西本 彰文

しない事が一番リスク

成功の反対 Iよ 、失敗でなく何もし

Q
Q

◆◆・ …

激
励
カ
レ
ー
会
の
一
コ
マ

座右の銘
座右の銘に関する
エピソード
(掲載は順不同 )
我が校最高の1枚)ザ

ギトlF'マ )

ri即叩

碁lrirF耳∵草f軍
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浅見会長

しヽ事、現状維持も同様。
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熊本県立人吉高等学校五本分校

夏
餘 iI 

―

表会」が、11月 25日に熊本市富合ホールにて開催

され、県下公立高校PTA会員及び学校関係者、約 1
50名 んヾ参加されました。

◆年度は青少年の健全育成に係る研修会というこ

とで、熊本少年鑑別所総括専門宮 岡崎昌樹氏より
「最近の少年非行の特徴～特殊詐欺と違法薬物乱

用～」について講演をして頂きました。特殊詐欺の中

にも様々な手□の詐欺があり、主に少年非行は受け

子(被害者の自宅に貯金などを受け取りに行く者)・ 出

し子(だましとつたキャッシュカードを用いてATM
から甥金を引き出す者)が多いとの事でした。犯行動

機も金欲しさからが圧倒的に多い様です。また薬物

乱用については、30年前はシンナーで鑑別所に入つ

てくる少年が多かつた様ですが、現在は圧倒的に大

麻が多いとの事でした。初回の動機としては、興味本
i位
や好奇心が60%以上でした。社会に適応出来ず、

ストレスや不安を抱え大麻に手を出す事もクタい様で ■ i

す。私たち保護者も様々な犯罪に対する正しい矢日識
.

を身につけなければいけないと改めて考えさせられ

る講演でした。

各地区代表校の実践発表でlよ、天草高等学校育友

会、熊本工業高校保護者会、南稜高等学校育友会、

高森高等学校後援会の4校が、「進路指導とPTA沼

動」について、学校の取り組みやPTAとしての子供達

との関わり方等の発表がありました。各校の工夫をこ IⅢ

E禦せ堤盤 1蹴路だど務究豊線 |
熊本大会へ本県代表を選考する為の投票もイ

〒,14-上 .

写    誂 騰 蹄
|

ます。大会まで引き続き頑張つて下さい。

h熊 本県立高森高等学校

」と
:.lr´

高
森
高
校
は
、
昭
和
２３
年
に

創
設
さ
れ
、
〈フ
年
で
創
立
発
年

を
迎
え
ま
し
た
。
阿
蘇
南
部
地

域
唯
一の
県
立
高
校
と
し
て
、
地

域
の
教
育
文
化
の
中
心
を
担
い

発
展
し
続
け
、
ア
千
人
を
越
え

る
卒
業
生
が
様
々
な
分
野
で
渚

躍
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
的
な
課
題
で

あ
る
少
子
高
齢
化
の
影
響
は
大

き
く
、
本
校
で
も
入
学
者
数
が

定
員
に
満
た
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
し
た
。
ア」
の
ま
ま
で
は
、

阿
蘇
南
部
地
域
で
の
高
校
教
育

の
火
が
消
え
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
を
地
域
全

体
が
抱
え
て
い
た
時
に
、
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

全
国
ニ
ュ
ー
ス
等
で
注
目
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
「マ
ン
ガ
学
科

」
の
創
設
で
す
。
地
元
の
高
森
町

と
マ
ン
ガ
出
版
会
社
の
株
式
会

社
コ
ア
ミ
ッ
タ
ス
に
全
面
協
力

い
た
だ
く
こ
と
で
創
設
が
実
現

し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
漫
画
家

を
目
指
す
多
く
の
生
徒
が
入
学

し
、
プ
ロ
の
漫
画
家
や
現
役
編

集
者
に
よ
る
夢
の
よ
う
な
授
業

を
受
け
て
日
々
切
磋
琢
磨
し
て

い
ま
す
。

マ
ン
ガ
学
科
創
設
と
同
時
に
、

普
通
科
も
普
通
科
グ
ロ
ー
カ
ル

探
究
コ
ー
ス
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
、
地
域
課
題
の
発
見
。解
決

を
テ
ー
マ
と
し
た
地
域
密
着
の

探
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
人

一人
の
個
性
に
応
じ
た

指
導
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
ら
の
夢
の
実
現
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
良

い
面
の
輝
き
が
増
し
、
学
区
内

外
か
ら
の
入
学
希
望
者
が
増
加

し
ま
し
た
。

〈フ
、高
森
高
校
は
、
以
前
の
賑

や
か
さ
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
し
か
も
、
そ
れ
は
夢
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
集
ま
る

場
と
な
り
、
古向
校
の
輝
き
は
過

去
最
高
で
す
。

「自
ら
の
強
み
を
活
か
し
、
人

一人
が
輝
き
を
放
つ
学
校
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

組
織
で
あ
る
高
森
高
校
後
援
会

と
し
て
も
、生
徒
の
輝
き
最
大
化

を
目
指
し
、
行

事

の
サ
ポ

ー

ト
や
生
徒

の

安
全
確
保
な

ど

で
全
力
応

援
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

本
校
は
、
昭
和
７
年
４
月
、
五

木
東
小
学
校
を
借
用
し
て
開
校

し
ま
し
た
。
そ
の
年
、
１１
月
に
は
現

在
の
五
木
源
ら
」
き
げ
ん
）パ
ー
ク

の
場
所
に
、
五
木
第
一中
学
校
に
隣

接
し
て
校
合
が
建
て
ら
れ
、
平
成

十
九
年
に
は
、
五
木
中
学
校
と
と

も
に
、
現
在
の
新
校
合
に
移
転
し

ま
し
た
。
新
校
舎
は
、
中
高
連
携

の
た
め
の
共
用
棟
設
置
や
、校
舎

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を

図
る
な
ど
、当
時
と
し
て
は
、最
新

の
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
に
は
、創
立
弼
周

年
を
迎
え
、
す」
れ
ま
で
に
約
フ
ー

０
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い

ま
す
。
人
吉
高
校
の
三
綱
領
「礼

節
・勤
労
。進
取
」
の
も
と
、
「
一人
一

人
が
輝
く
分
校
生
」
を
教
育
ス

□
―
ガ
ン
に
掲
げ
て
、
五
木
村
の

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
、小
規
模

校
の
特
長
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、

心
豊
か
で
調
和
の
と
れ
た
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
人
一人
の
個
性

と
自
主
性
を
尊
重
し
、地
域
と
連

携
し
た
多
様
な
教
育
渚
動
が
実

践
さ
れ
て
お
り
、な
か
で
も
、〈フ
年

で
１１
回
目
と
な
っ
た
「五
木
村
保

小
中
高
大
運
動
会
」
は
、
学
校
と

地
功
、保
護
者
が
連
携
し
た
教
育

渚
動
の
象
徴
と
い
え
ま
す
。

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
「五
木
秀
麗

△
至
と
い
う
名
称
で
、本
校
職
員
と

協
力
し
な
が
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
文
化
祭
で

は
、生
徒
と
一緒
に
大
凧
制
作
に
取

組
み
、
長
距
離
走
大
会
で
は
、
う

ど
ん
を
作
っ
て
生
徒
に
ふ
る
ま
う

な
ど
、共
に
学
校
行
事
を
作
り
上

げ
て
い
ま
す
。
すこ
れ
か
ら
も
、地
域

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、生
徒
、保
護

者
、職
員
の
連
携
を
深
め
た
教
育

渚
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

|

|

|
|

大凧作成 (五文祭)
'｀七Ⅲ
Ⅲ
''.

あいさつ運動 (生徒会)

保護者と一緒に大凧を作成しました。 五木秀麗会総会 (授業参観)

歌碁奪
ヽ
　

、

ry
ハ

ll i :捜 妥:
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,■
1'144Ⅲ `|し

い
ａ
Ｆ

と
ｅ
ａ
尊
“
０
〓

…
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学
校
紹
介
…
・…
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―

第68回九州地区高 P連大会 いいね !発信 藤本大会
「いいね」から始めよう ～認める。つながる。楽しむ～

全世界を席巻した新型コ回ナウイルス感染症は、リモートワークやオンライン授業等、コ

ミュニケーションの在り方を変化させ、人と人とが直接対面する機会が失わイ1ました。この経

験を通して、私たちは、五感を動員して互いを理解し、喜びや悲しみを共有するつながりの大

切さを再認識したのでlよないでしょうか。

3年間で緩んでしまつた絆を結び直すために、まずは「いいね!」から始めましょう。九州の仲

間が集い、顔を合わせ、考えて、笑つて、防長本に来てよかつた一、明日からまた頑張るぞ!」と大

きな「いいね」を押せる大会を目指します。大会は、九州8県の高等学校 (特別支援学校を含む)

PTA関係者2,500人の参加を目標に開催されます。分科会発表校 (南稜高校育友会)、実行委

員の
上由
Lさんが大会の準備に取り組んでいます。各単Pには、たくさんの皆さんの参力□をお願い

します。熊本大会を盛り上|ずていきましょう。

熊本城ホール

υ

閉会式

「青少年の健全育成とPTA活動」
「進路指導とPTA,舌動」
「金融教育とPTA」

開会式/全体会
記念請演 講師 熊本大学理事 (元熊本県教育長)

富尾 千カロ子氏

期日

日程

(:全と)令和6年6月 21日

【午前の部】
会  第1分科会分科
第2分科会
第3分科会

【午後の部】φ
学校法人

と L
L本工業専門学校開新学園 同

● ● ● ●

21世紀に求められる豊かな人間性と 自動車整備

電2)昇昆テム科ぐ憑梯
機械

クリエイティブな人材育成を 工学科 システム科
めざします 80名 40名

〒861・8038熊本市東区長嶺東5丁目1番 1号  卿
TEL096 380 8645 FAX096 380 8646 -全学科 鴨写脇愉認s的 Ш 0120‐ 00‐8645翻
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熊 本 県 PTA共 済 か ら の お 矢□ら せ 財 )自重本県PTA教育振興財団

群詠硼磁小中学校の児童牛律    500円 (年紙)

高等学校の生徒      800円 (F=れ l〕

喜r活動指導者       蜃00円 (1「せFrl) こ
寧駐イ
▼給村 Iマつし】て
「たとえば望んなときI争・・J

p・
l・社会員(保護者 ,数職員等)150ド ュ(rr類〕
pRh活動の指導者・支援者  1蜃 0,1(年類)

給付対象となるのl哉以下の通りです

・ P恥 活ゝSデJに奉加中の事故によるけが・急性の疾病
(死せ、後選障害、負傷、典燃夕と、交通事故)

・ 学校での事故によるけが・急性の手夷病のう
=障
害が残るもの

死とに至,たもの、交通事故、歯科保F食外治療が必要なもの

。P,ゝ活動になヽ加中の事故常よるけが・急性の族病
(死せ、後選障害、負傷、突然死、交通事故)

。学I～億4子事に公加中の事故によるけが・急性の族病
(死せ、後選障害、負傷、典撚死、交通事故)

熊本県PTA共済に関するご買間やご連絡

Ⅷ

朗滞串議
とす石

と

PTA活動で

詳 し く l哉 ホ ー ム ペ ー ジ を ゴ 覧 く だ さ ll 毎長本県 P私鯵
☆手続きは各学校 PTA其済担当者へご連絡 ください。

①熊本県 PTA教育振興財団 〒8600842熊本市中央区南干反l田町371三 本県総合福祉センター4r

園
鶉

共済の対象となる活動の範囲、事故発生時の手続き、様々な手続きに必要な書類など、お気軽にお問い合わせください。

熊本県PTA教育振興財団事務局  (其済契約の手続):0800-200-55S3(共 済金請求の手続):096… 223-7119

もしもの時は.スピーディーに保険金をお支払いします !

□ デジタル保1険金請1求
ケガによる入院・通院 または 持ち物の損害は

24時間365日 ぃっでも、どこでも受付けます!

オンラインで簡単請求

お手続きはこちらから――>
https://― alg co Jp/sOnpo/seい vice/contact/intemet

ご利用には条件がごきいます。ご利用条件とご利用方法は、お手元の加入者証でご案内します。※持ち物のl員害lよ「学贈 理下動産補イ鶴約」州囀終れているプランの場合ご不」用いた赳すます。

その他の保険金謂求は… スクール事故受付ダイヤル(24時間受付)圏 田 副  0120‐ 300田 399

綴梨階剥ザ店0120コ228‐553謹堰嬢萌選憂遼塾道緊速痙≦服′レぃ
帥 0保には、′ヾンフレットおよび重要事項説明書を必ずあ読,ナ頂いた上でお申し込,′ください。

S-230560(2024-08)

C 簡
―
単支払特1急便

ケガによる入院。通院、病気による入院・手術で
10万円以下のご請求は

酬 を拿孵脇 i,0

電話による事故報告のみ

執ダイコ輻…:髪器::三妥

令
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ろ
僅
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な

り
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
社
会
に
お
い
て
は
、学
校
生
活
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
が
制
限
さ
れ
た
中
で
、従
来
の
延
長
で

は
な
い
新
し
い
生
活
様
式
や
価
値
観
な
ど

が
生
ま
れ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、今

年
度
は
、学
校
や
地
域
に
以
前
の
文
化
活

動
や
歴
史
的
行
事
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
な

感
覚
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
歴
史

と
伝
統
を
守
って
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、少
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化
時
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と
突
入
し
、避
け

て
は
通
れ
な
い
課
題
も
山
積
す
る
中
で
、
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立
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の
魅
力
化
」
や
時
代
に
即
し
た

学
校
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の
在
り
方
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議
論
の
中
心

と
な
っ
て
お
り
、広
報
誌
を
通
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感
で

き
れ
ば
幸
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で
す
。
今
と
こ
れ
か
ら
の
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供

た
ち
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為
に
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も
に
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動
し
て
ま
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り
ま
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本
年
度
、
弱
号
の
発
行
に
あ
た
り
、ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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p焚ヨーえ 児童・生徒

安互ヨース 保護者 (pTA会長)

弐ユ
熊本県公立高等学校
PTA連合会 生徒総含保 保険金請求のご案内

保険へのご加入等の
お問い合せ先

編
集
後
記
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